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584− 98 第 2 群 　妊 娠 の 生 理 に 関 す る 問 題 目 産 婦誌 14卷 8 号 臨 時 増干璽

の 成績 が え ら れた の であっ て生体 に 不要な尿素 と必要 な

ア ミノ 酸との 間 に 大 き な差があ る こ とは 当然 な こ と と思

わ れ る．

　 7．　 人胎盤 絨毛組織の 脂酸 の酸化 とそ れ に 対す

る諸種 ホ ル モ ン添加 の影響 に つ い て

　　　　　　（東大分 院）　 岩崎丞 二 郎，笠聞雪雄

　胎 盤 の 物質代謝 に 於 て ， 酸素消費能にっ い て は よ く研

究 され て居 り教室 の 滝木 ら も観察を行 っ て い る ．叉 糖

質，蛋 白 の 代謝 に っ い て も幾多の 報告を見 て い る が，脂質

代謝 に っ い て の 研究は 未 だ殆ん ど見られない ．一
方，妊

婦 に 於 て は 脂質 の 分 解 が 多 くな りケ ト ン 体 の 増加 が見 ら

れ る が，こ れ は 脂質代謝 に 於 け る特 異 性 に基 ず くも の で

ほ な い か と考 え て，私 らは 人 胎盤絨毛紺織並 び に 娩出胎

盤 の 切片を用 い て 観察を 行っ て 見 た．即 ち脂質合成を見

る た め 脂質合 成 の 素 材 で あ る酢 酸 と
，

叉 脂 酸 の 分 解 を見

るた め炭素数の 多 い 可溶性 の 脂酸で あ るオ ク タ ン 酸を基

質と し た 場合 の 代謝様相 を 比較 検 討 した．1 胎盤絨毛組

繊 の 代謝 系 に 対 し て
， 性 ホ ル モ ン は 何 らか の 作用 を もつ

もの と考えられ る の で，性 ホ ル モ ン添加 の 影響を見 る た

め に ，エ ス トラ ヂ オ
ー

ル ，プ ロ ゲ ス テ ロ ン
，

テ ス ト ス テ

ロ ン を添 加 した 場合 の 代謝様相を比較検討 した ．反 応条

件と して ， 人胎盤絨毛組織を用 い る場合 に は，妊娠笛 8 週

〜第 12週 の 屯の を，娩出胎盤 と して は 胎児娩出後30分 以

内に 娩出 した 正 常胎盤 に つ い て，厚 さ O．5］11n以 下，約 O．3

gr の 切片 を作 り，　 こ れを ワール ブル グ の 反 応 フ ラ ス コ

の 中 に取 り， 基質 とし て C14一酢酸ならびに　 Ci4・オ ク タ ン

酸を10 ミ ク ロ モ ル 添加 し，酸素 の ガ ス 相 に て 観察 を 行 っ

た ．測定法 に つ い て は， 1時間 の 酸素消費能測 定後，ア

セ ト酢酸 の 生成量 を Walker の 方法 に よ り比色定量 し，
C1‘一炭酸の 生成量 を Vi11ee の 方 法 C14一脂質の 生成暈 を

Folch の 方法 C コ4一グ リコ ーゲ ン の 生 成量 を Villee の 方

法に よ り抽 出 した C14 量 を　Gas−fiow．Cou　lter 　を 用い

て 測 定 した．実験成績と して
， 胎盤 に 於 け る脂質代謝 に

っ い て ， 絨毛紺織は 正常娩出胎盤に 比 し
一
（ 高い 値 を 示

し，脂酸を基質と した 場合 の 酸素消費能 に 於 て 約 1．6

倍，炭酸の 生 成 は 約 4倍 ， 脂質の 生成は 約 3倍．ア セ ト

酢酸 の 生成 に於 て 約 2 倍 の 高い値 を 示 した．グ リ＝ 一ゲ

ン の 生成 に っ い て は 生 成 暈 が 非常 に 少 く， 酢酸 か ら僅 に

生 成 が 見 られた が，ホ ル モ ン 添加 に よる影響も見 ら れ な

か っ た，一
般 に

， 絨毛紐織 は娩 出胎盤 に 比 して，脂肪酸

の 代謝活性 が 非常 に 高い 事 を示 して い る．ホ ル モ ン 添加

の 影響 を見 る と，　 エ ス トラ ヂ オ ール は， 絨毛組織 に於

て ，脂酸 の 合成並びに 分解 を促進 し，胎盤 に於て は脂酸

の 酸 化 を少 し く増大す る もの N 様 で あ る．

　 8． 子宮収縮 に 関す る研究 （第 6 報）

　　　　 （目医大第
一

）

　　　　 鈴村 　正勝 ， 武 内　正伸，紫竹　芳郎

　　　　 川村 　満元，本闇　智介

　 （1）　子宮取縮剤 の 妊娠早期に お ける 効果

　妊娠 早期 の 流産叉 は 中 絶後 の 子宮 に Balloon （ユ5cc）

を挿 入 し，Oxytecin ，　Ergomnetrin 及 び Spartein の 予

宮収縮作用 を検討 した．Oxytoein及び Spartein は 静

注 に よ り30〜4 秒で強直性 の 著明な収縮 を お こ し，Spa−

rtein ！ま 1eOiag用 い る と腹痛 を訴え る こ とが 多い L し か

し Ergo 皿 etrin は先 に報 じた 正 常分娩後の 子宮 1に 対 す

る 作用 よ り弱 か っ た．内服で は，そ の 作用はい ずれ屯弱

い ．次 に Oxytocin又 は Sparteinに Ergometrin を 加

え ，
そ の 作用 の 延長 を試み，表 の 如 く 2倍近 くその 作贋

の 持続を見 た．内服 に よ る作用 は 弱 かっ た．

　 2）　破水前後 の 子 宮収 縮

　破永時 に Balloon 法曲線を得た 8 例の Planimeter

値 に っ い て， 10分 毎 の Planimeter 値 の 平均 を破水前

及 び 後の 各 1 時 間 に つ い て 合計す る と， 破水前 の 合計は

平 均 970　（信 限1210〜 809），破水後の 合計 の 平均 1109

（信限1353〜 830）であっ た 多少増加 した． 4 例 は Tonus

は 殆ん ど変化せ ず収縮に も変化 が な か っ た が，他の 4例

は 3 皿【雌 以上 の 下降を示 し ， そ の 中の 3例 に子 宮収縮 が

増強 した．次 に，47例 に っ い て，分娩時 の 破水前後に お い
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て Oxytocin 　O．5 単位 の 効果 が ， 差 が あ る か ど うか を検

討 した．破水前 に は Oxytocin 　O．5単位 1・こ よつ て Plani一

皿 eter 値 （30分 間） は 10C．6上 昇 した の に 対 し ， 破水

後は 46．8の 上 昇 に 止 ま り，明 か に 破水前の 方 が 敏感 で あ

っ た （t。
＝ 2．g775％ ⊥eve1 ＝ 2，11）．た だ し ， 破水後の 方

が 個 入差が少な かっ た （分散比 F 。
＝ 6．8T＞ F ＝ 2．86）．

前 ，早期破水例も破水後 と略々 同 じ効果を得 て い る（Plan

値 54上昇）．

　前期破水 14例，、早期破永 8例合計22例 の 子宮収縮 を計

測 した 所 ，
分 娩前 1 時間20分 まで は 自然分娩 よ り低 く，

それ以後は 相違が な か つ た．こ の 22例 中初産 15例 の 分娩

時間 は平均 17時間10分，児体重 2986g
， 経産 7例 は 9陦

間13分 ，
3264g で あ つ て，自然 分娩との 間 に有意差は認

め な か っ た．故 に，子宮 口 開大に は 前 ・早期破水の 収縮

が効果的であ る と考えられ る．

　 9．　子宮収縮緩和剤 の 研 究

　　　 （東京逓信）

　　　　　安井　修平 ，楠本　雅彦，下平　和夫 ，

　　　　　島中　俊次，大沢　辰治，伊藤　宜孝，

　　　　　清水　昭造 ， 高橋　哲也 ， 植 松　 修

　子 宮運 動 は 収縮 と弛緩 の 繰返 しで，優秀な る収縮剤 が

出現す れ ばする程 ， 強力 な る弛緩剤 が 必要 とさ れ る．収

縮剤 の 研究は 多 くあ るも ， 弛緩剤 の 系統だっ た 研究は 僅

か で ある。

　t956年 Adrena1｛n 誘導体の duvadilanが 出現 し，本

邦

鑄鵠磯：瓢撫 膿 槧蠶語
誘導体 Dact11 を合成 し，こ れ に 子宮弛緩作用 の あ る こ

とが 発見 された．我 々 は，以 上 の 2種 の 薬剤 を 中心 と

し，更に在来 の 各種 の 薬剤 を用 い ，
マ グ ヌ ス 法，バ ロ ン

法 に よ り， 子宮弛緩作用 を比 較測定 した．

　マ グ ヌ ス 法 の 動物実験 に よ る と， 1−lydergin，　Atropin

は 殆 ど変化 な く，Buscopanは梢・it弛緩させ ，Duvadilan ．

Dactil ，　PaPave 「in は 強力 に 弛緩作用 が あ り，　 Contomin

は 作用発現迄に沈較的長時間 を 要す ．Adrenalinの 子 宮

筋へ の 作用は報告者により異 る が 我 々 の 実験では ， 妊娠

子宮 に 対 し
，

強 力な る弛緩作用が あ っ た．Dactil，　Duva −

dilanの 作用を比較す る に ，
　 Dactll は 遥 か に 強力 な 弛緩

作用があっ た．N 以 上 の 二 者 は 子宮自働収縮，　Oxytocin

に よ る 収縮 に 対 して許 りでな く，Sptym．　Ermetrin に対

して も弛緩作用が あ つ た ．Duvadilan は Acetylcholinの

収縮 に 対 し ， 作用 が な い が， Dactil は こ れに 拮抗す る
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